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(57)【要約】
【課題】簡単に組み付け作業を行うことができる表示装
置を提供する。
【解決手段】ボタン部４に一体に組み付けられた固定ユ
ニット２０に、キャビネット固定用係止爪２７ａ、係止
ストッパー２８を形成する。キャビネット固定用係止爪
２７ａ、係止ストッパー２８をバックキャビネット２ｂ
に係止することで、固定ユニット２０を介してボタン部
４をバックキャビネット２ｂに固定する。固定ユニット
２０とボタン部４に形成したガイド溝たる回路基板嵌合
スリット１５，３０に電源回路基板５ａを挟持し、且つ
電源回路基板５ａをバックキャビネット２ｂに形成した
第１の回路基板係止爪３１により係止して固定する。電
源回路基板５ａとボタン部４は、キャビネット固定用係
止爪２７ａ、係止ストッパー２８、回路基板嵌合スリッ
ト１５，３０、及び第１の回路基板係止爪３１等の係止
手段のみでビスを用いずに簡単に固定することができる
。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高さ寸法及び幅寸法に対して奥行き寸法が小さい筐体の内部に、表示パネルを備えた表
示装置において、前記筐体には複数の貫通孔より装置外部へと突出する操作部を備え、前
記操作部には回路基板の一方端部を保持する第１の保持手段を設けると共に、該回路基板
の他方端部を保持する第２の保持手段を前記筐体に設け、前記第１の保持手段と前記第２
の保持手段とによって保持される回路基板は、前記表示パネルと略平行となることを特徴
とする表示装置。
【請求項２】
　前記筐体は、開口部を有するフロントキャビネットと開口部を有するバックキャビネッ
トの、夫々の開口部を組みつけて成ることを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
　前記回路基板には、少なくとも前記操作部の押圧操作に連動するスイッチを配設してい
ることを特徴とする請求項１又は２記載の表示装置。
【請求項４】
　前記操作部は、装置外部に突出する押圧部を一体に形成したボタン部と、該ボタン部を
バックキャビネットに組みつける係止手段を形成した固定ユニットにより構成したことを
特徴とする請求項１乃至３の何れか１項記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第１の保持手段は、前記操作部の後方に延出形成したガイド溝であり、前記ガイド
溝で回路基板の一方端部を挟持したことを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項記載の
表示装置。
【請求項６】
　前記第２の保持手段は、バックキャビネットの内面側より開口部へと延出形成した単数
若しくは複数の回路基板係止爪であり、該回路基板係止爪で前記回路基板の他方端部を係
止したことを特徴とする請求項１乃至５の何れか１項記載の表示装置。
【請求項７】
　前記バックキャビネットに内部構成部品を保持する第３の保持手段を設けたことを特徴
とする請求項１乃至６の何れか１項記載の表示装置。
【請求項８】
　前記内部構成部品は、スピーカー、受光基板であることを特徴とする請求項７記載の表
示装置。
【請求項９】
　前記第３の保持手段は、前記内部構成部品を係止するホルダーであり、バックキャビネ
ットには内面側より開口部側へと延出するボス部を形成すると共に、前記ボス部の近傍で
あって前記バックキャビネットの周縁部に係合孔を形成し、前記ホルダーには前記ボス部
が嵌る円筒孔と前記係合孔に係合する爪部を形成したことを特徴とする請求項７又は８記
載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、文字、図形、或いは色彩などからなる映像を表示する表示装置に関し、より
詳しくは、液晶テレビジョン受像機などの表示装置の外観を担うキャビネット内に備える
ボタン部等の主要部品を、短時間で容易に保持することができる表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶テレビやプラズマディスプレイ装置などの奥行き寸法の小さい液晶映像表示
装置においては、チャンネルの切り替えや音量の調整等を可能とする操作ボタンたるボタ
ン部が、映像表示装置の筐体の上面、側面、或いは下面に設けたものが提案されている。
こうした薄型な映像表示装置の筐体内のスペースは小さく限られており、ボタン部などの



(3) JP 2009-159084 A 2009.7.16

10

20

30

40

50

部品を組み付ける場合には、金属製のビスを用いてねじ止めされていることから、狭小ス
ペースである筐体内にボタン部等の部品をビスで取り付けるには、煩雑なビス止め作業が
必要なる。これに関連する従来技術として、特許文献１には、操作ボタンに形成したねじ
孔にビスを挿通し、この挿通されたねじの先端側をフロントキャビネットに形成したねじ
孔に螺合して、操作ボタンをねじ止めした構造が開示されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１１４５６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記背景技術などにおけるボタン部をビスで固定する映像表示装置においては、ボタン
部の固定にビスを用いる際、ボタン部を固定するためにはビスを多数回回転させねじ込む
作業が必要であり、ワンタッチ感覚で簡単に部品の取り付け作業を行えるものではない。
また、一般的に用いられる金属製のビスを採用する際には、金属材料のコスト高も生じて
しまう。
【０００５】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、主要部品としての内部構成部品の組
み付け作業を、ビスを用いずに短時間で簡単に行うことができ、製造効率の向上とそれに
伴う低コスト化を図ることができる、表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の請求項１の表示装置は、高さ寸法及び幅寸法に対して奥行き寸法が小さい筐体
の内部に、表示パネルを備えた表示装置において、前記筐体には複数の貫通孔より装置外
部へと突出する操作部を備え、前記操作部には回路基板の一方端部を保持する第１の保持
手段を設けると共に、該回路基板の他方端部を保持する第２の保持手段を前記筐体に設け
、前記第１の保持手段と前記第２の保持手段とによって保持される回路基板は、前記表示
パネルと略平行となることを特徴とする。
【０００７】
　本発明の請求項２の表示装置は、請求項１に記載の表示装置において、前記筐体は、開
口部を有するフロントキャビネットと開口部を有するバックキャビネットの、夫々の開口
部を組みつけて成ることを特徴とする。
【０００８】
　本発明の請求項３の表示装置は、請求項１又は２に記載の表示装置において、前記回路
基板には、少なくとも前記操作部の押圧操作に連動するスイッチを配設していることを特
徴とする。
【０００９】
　本発明の請求項４の表示装置は、請求項１乃至３の何れか１項記載の表示装置において
、前記操作部は、装置外部に突出する押圧部を一体に形成したボタン部と、該ボタン部を
バックキャビネットに組みつける係止手段を形成した固定ユニットにより構成したことを
特徴とする。
【００１０】
　請求項１、２、３、４の表示装置によれば、操作部の第１の保持手段と筐体に設けた第
２の保持手段によりスイッチ等を配設した回路基板を保持するので、ビスを使用すること
なく回路基板を固定することができる。
【００１１】
　本発明の請求項５の表示装置は、請求項１乃至４の何れか１項記載の表示装置において
、前記第１の保持手段は、前記操作部の後方に延出形成したガイド溝であり、前記ガイド
溝で回路基板の一方端部を挟持したことを特徴とする。
【００１２】
　請求項５の表示装置によれば、操作部の第１の保持手段としてのガイド溝で回路基板を
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挟持すると共に、筐体に設けた第２の保持手段により回路基板を保持することができるの
で、ビスを使用することなく回路基板を固定することができる。
【００１３】
　本発明の請求項６の表示装置は、請求項１乃至５の何れか１項記載の表示装置において
、前記第２の保持手段は、バックキャビネットの内面側より開口部へと延出形成した単数
若しくは複数の回路基板係止爪であり、該回路基板係止爪で前記回路基板の他方端部を係
止したことを特徴とする。
【００１４】
　請求項６の表示装置によれば、操作部の第１の保持手段としてのガイド溝で回路基板を
挟持すると共に、筐体に設けた第２の保持手段としての回路基板係止爪により回路基板を
係止することができるので、ビスを使用することなく回路基板を固定することができる。
【００１５】
　本発明の請求項７の表示装置は、請求項１乃至６の何れか１項記載の表示装置において
、前記バックキャビネットに内部構成部品を保持する第３の保持手段を設けたことを特徴
とする。
【００１６】
　請求項７の表示装置によれば、バックキャビネット内に収容される内部構成部品を第３
の保持手段により保持できるので、ビスを使用することなく内部構成部品をバックキャビ
ネット内の所定位置に固定することができる。
【００１７】
　本発明の請求項８の表示装置は、請求項７記載の表示装置において、前記内部構成部品
は、スピーカー、受光基板であることを特徴とする。
【００１８】
　請求項８の表示装置によれば、内部構成部品としてのスピーカーと受光基板を第３の保
持手段により保持できるので、ビスを使用することなくスピーカーと受光基板をバックキ
ャビネット内の所定位置に固定することができる。
【００１９】
　本発明の請求項９の表示装置は、請求項７又は８記載の表示装置において、前記第３の
保持手段は、前記内部構成部品を係止するホルダーであり、バックキャビネットには内面
側より開口部側へと延出するボス部を形成すると共に、前記ボス部の近傍であって前記バ
ックキャビネットの周縁部に係合孔を形成し、前記ホルダーには前記ボス部が嵌る円筒孔
と前記係合孔に係合する爪部を形成したことを特徴とする。
【００２０】
　請求項９の表示装置によれば、第３の保持手段としてのホルダーでスピーカーや受光基
板等の内部構成部品を係止し、ホルダーの円筒孔をバックキャビネットのボス部に嵌合す
ると共にホルダーに形成した爪部を係合孔に係合させ、スピーカーや受光基板等の内部構
成部品を、ビスを使用することなくホルダーを介してバックキャビネットに固定すること
ができる。
【発明の効果】
【００２１】
　以上のような本発明によれば、表示装置の主要部品である内部構成部品としてのスピー
カー、受光基板等の各種回路基板を、筐体たるバックキャビネットに組み付けるに際し、
これらスピーカー、受光基板等の各種回路基板が、ビスによる固定ではなく保持手段や係
止手段によりビスを使用することなく固定することができるので、煩雑なビス止め作業を
解消できる。しかも、金属製のビスを使用しなくて済むので、金属材料の使用に伴うコス
トを安価に抑えることもできる。さらに、ビスのねじ込み作業が不要となるから、内部構
成部品の組み立て作業時間を短縮化でき、表示装置の製造効率を向上することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明を実施するための最良の形態としての実施例を図１～図１４により以下に
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説明する。もちろん、本発明は、その発明の趣旨に反しない範囲で、実施例において説明
した以外の構成のものに対しても容易に適用可能なことは説明を要するまでもない。
【００２３】
　図１は本実施例における映像表示装置を示す斜視図、図２は映像表示装置のフロントキ
ャビネットを取り外した状態を示す分解斜視図、図３はバックキャビネットから液晶パネ
ルを取り外した状態を示す斜視図である。
【００２４】
　図１～図３等に示す表示装置の一例は、奥行き寸法の小さい薄型の液晶テレビジョン受
像機などの表示装置１である。表示装置１の外観を形成する樹脂製の筐体２は、フロント
キャビネット２ａとバックキャビネット２ｂとの２分割構成となっており、映像を表示す
る液晶パネル（表示パネル）３、ボタン部４、液晶パネル３と略平行に配置される各種回
路基板５ａ，５ｂ，５ｃ、スピーカー６等の内部構成部品は、フロントキャビネット２ａ
ではなく全てバックキャビネット２ｂに収容されるものである。また、バックキャビネッ
ト２ｂの上面には貫通孔７が形成されており、この貫通孔７にボタン部４に形成されたボ
タン８が挿通され、バックキャビネット２ｂの上方外側に突出して配設される。また、フ
ロントキャビネット２ａとバックキャビネット２ｂは、これら夫々に有する開口部を対向
させた状態で組み付けて一体化するものであり、筐体２の内部は、その高さ寸法及び幅寸
法に対して奥行き寸法が小さいものとなっている。
【００２５】
　次に、ボタン部４、及びこのボタン部４をバックキャビネット２ｂに固定する際用いら
れる固定ユニット２０について説明する。図４はボタン部と固定ユニットとを一体化した
操作部を示した斜視図、図５はボタン部を示す斜視図、図６は固定ユニットを示す斜視図
、図７は表示装置の要部を示す拡大断面図である。
【００２６】
　図４～図７に示すように、ボタン部４は、前述したようにバックキャビネット２ｂに形
成した貫通孔７から筐体２の上部外側にボタン８を突出させた状態で装着される。ボタン
部４は、その全体が合成樹脂製となっており、平板状のフレーム部１１、支点部１２を支
点として傾動されるヒンジ部１３、ヒンジ部１３の先端に設けられた前記ボタン８、ヒン
ジ部１３の支点部１２近傍に一体に設けられた操作突起１４、後述する電源回路基板５ａ
を挟持するガイド溝たる回路基板嵌合スリット１５等が一体に構成されており、図７に示
すように、バックキャビネット２ｂにボタン部４を組み付けた状態では、ボタン８の先端
部１６ａを指などにより押圧し手動操作することで、その反対側に位置する操作突起１４
のスイッチ接触部１７が支点部１２を支点として傾動され、操作突起１４のスイッチ接触
部１７が電源回路基板５ａに実装されたスイッチ１８を押圧し、スイッチ１８のオン／オ
フ切り替え操作が連動して行われる。
【００２７】
　また、ボタン部４には、固定ユニット２０と一体的に組み付けるための凹部２１が側縁
部に段差状に複数形成されており、固定ユニット２０に形成された後述するボタン部固定
用係止爪２７が前記凹部２１に係合されることで、ボタン部４と固定ユニット２０は相互
に位置決めされ且つ一体化され、ボタン部４と固定ユニット２０からなる操作部１０が一
体形成される。
【００２８】
　次に、固定ユニット２０の構造について説明する。この固定ユニット２０は、ボタン部
４をバックキャビネット２ｂに固定するためのものであり、前述したボタン部４と同様に
全体が合成樹脂製となっており、ボタン部４のフレーム部１１と当接されるハウジング２
５、ボタン部４の操作突起１４の数に対応して形成されたボタン収納孔２６、前記ボタン
部４の段差状の凹部２１に係合されるＬ字型のボタン部固定用係止爪２７、ハウジング２
５に一体に形成されたＬ字型のキャビネット固定用係止爪２７ａ、このキャビネット固定
用係止爪２７ａの側部に一体に形成された鍵型の係止ストッパー２８、電源回路基板５ａ
を挟持するガイド溝たる回路基板嵌合スリット３０等が一体に構成される。
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【００２９】
　次に、バックキャビネット２ｂ内に組み付けられる各種回路基板５ａ～５ｃについて説
明する。前述した電源回路基板５ａは、表示装置１の電源系統の回路を構成するものであ
り、電源回路基板５ａを、ボタン部４及び固定ユニット２０に形成した回路基板嵌合スリ
ット１５，３０に挟持させ、且つバックキャビネット２ｂに形成した複数の第１の回路基
板係止爪３１を電源回路基板５ａの縁部に係止することで、電源回路基板５ａはバックキ
ャビネット２ｂに強固に固定される（図７に示した状態）。なお、ガイド溝たる前記回路
基板嵌合スリット１５，３０は操作部１０の後方に延出して形成されている。
【００３０】
　メイン回路基板５ｂは、表示装置１全体の制御処理を行うための回路を構成しており、
バックキャビネット２ｂに形成した保持手段（係止手段）たる第２の回路基板係止爪３２
がメイン回路基板５ｂの周縁縁部に係止され、バックキャビネット２ｂにメイン回路基板
５ｂが強固に固定される。
【００３１】
　また、受光部を配設した受光基板５ｃは、表示装置１を遠隔操作する図示しないリモコ
ンから送信される信号に基づき、表示装置１のチャンネルの切り替えなど動作を制御処理
する回路を構成したものであり、バックキャビネット２ｂに固定されたスピーカーホルダ
ー（ホルダー）３４に形成される係止手段たる受光基板用係止爪３３に、受光基板５ｃの
周縁縁部が係止され固定される。なお、本発明の要旨ではないので詳細を省略したが、各
回路基板５ａ，５ｂ，５ｃには、制御手段たるＣＰＵなど種々の電子部品が実装されてい
ることは言うまでもない。
【００３２】
　次に、液晶パネル（表示パネル）３に表示される映像に対応して音声を出力する一対の
スピーカー６について、図８、図９により説明する。なお、図８はスピーカーとこのスピ
ーカーが取り付けられるスピーカーホルダーを示す分解斜視図、図９はスピーカーをスピ
ーカーホルダーに取り付けた状態を示す斜視図である。同図に示すスピーカー６は、スピ
ーカーホルダー３４を介してバックキャビネット２ｂに保持（固定）されるものであり、
スピーカーホルダー３４には、各スピーカー６の左右を固定するスピーカー用係止爪３６
が各一対ずつ設けられており、つまり、スピーカーホルダー３４には、前述した受光基板
５ｃを固定するための受光基板用係止爪３３の他、スピーカー６を係止するための手段を
備える。
【００３３】
　また、スピーカーホルダー３４には、バックキャビネット２ｂに一体に形成された円筒
状のボス部３７に嵌合される円筒孔３８が形成されており、ボス部３７に円筒孔３８を挿
通することで、スピーカーホルダー３４はバックキャビネット２ｂに保持される。なお、
ボス部３７は、図１４に示すように、バックキャビネット２ｂの内面側よりバックキャビ
ネットの２ｂの開口部側へと延出して形成されており、また、ボス部３７の近傍であって
バックキャビネット２ｂの開口部の周縁部には係合孔３５を形成し、この係合孔３５にス
ピーカーホルダー３４に形成された爪部３９を係合すると共に、スピーカーホルダー３４
に形成した円筒孔３８にバックキャビネット２ｂのボス部３７を嵌合させ、バックキャビ
ネット２ｂに対しスピーカーホルダー３４を固定する。
【００３４】
　次に、表示装置１における主要部品たる、ボタン部４、回路基板５ａ～５ｃ、及びスピ
ーカー６を、バックキャビネット２ｂに組み付ける手順について図面に基づき説明する。
なお、図１０はバックキャビネットのみを示す斜視図であり、図１１は固定ユニットによ
りボタン部をバックキャビネットに組み付けた状態を示す斜視図、図１２は回路基板をバ
ックキャビネットに組み付けた状態を示す斜視図、図１３はスピーカーをバックキャビネ
ットに組み付けた状態を示す斜視図である。
【００３５】
　先ず、図５及び図６に示すボタン部４と固定ユニット２０とを一体化するため、固定ユ
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ニット２０のボタン収納孔２６にボタン部４のボタン８を挿通し、ボタン部４のフレーム
部１１と固定ユニット２０のハウジング２５とを当接させた状態で、ボタン部４の凹部２
１に対し、固定ユニット２０のボタン部固定用係止爪２７を嵌合し、図４に示すように、
ボタン部４と固定ユニット２０とを一体化する。
【００３６】
　続いて、図１０に示したバックキャビネット２ｂに対しボタン部４を固定するため、固
定ユニット２０の係止手段たるキャビネット固定用係止爪２７ａをバックキャビネット２
ｂに形成した操作部係止爪４０に嵌着すると共に、操作部係止爪４０を形成するバックキ
ャビネット２ｂの一端にキャビネット固定用係止爪２７ａの側部に形成した係止ストッパ
ー２８を係止し、固定ユニット２０を用いてバックキャビネット２ｂにボタン部４を固定
する（図１１の状態）。
【００３７】
　次に、図１２に示すように、ボタン部４及び固定ユニット２０に有するガイド溝たる回
路基板嵌合スリット１５，３０に電源回路基板５ａの一方端部を挟持し、さらに、この電
源回路基板５ａの前記一方端部以外の他方端部をバックキャビネット２ｂに形成した第１
の回路基板係止爪３１で係止し、バックキャビネット２ｂ内で電源回路基板５ａをボタン
部４に固定し、続いて、バックキャビネット２ｂに形成した第２の回路基板係止爪３２に
メイン回路基板５ｂの縁部を係止して、メイン回路基板５ｂもバックキャビネット２ｂ内
に固定する。
【００３８】
　次に、スピーカーホルダー３４の受光基板用係止爪３３に受光基板５ｃの縁部を係止し
て固定すると共にスピーカー用係止爪３６にスピーカー６を係止して固定し、受光基板５
ｃとスピーカー６とを固定したスピーカーホルダー３４に形成された円筒孔３８を、バッ
クキャビネット２ｂに形成したボス部３７に挿通し嵌合させ、受光基板５ｃ及びスピーカ
ー６の固定されたスピーカーホルダー３４をバックキャビネット２ｂに固定する（図１３
に示した状態）。
【００３９】
　次に、図３に示すように、シールド部材４１をバックキャビネット２ｂの所定位置に固
定したうえ、液晶パネル３の所定位置に接続ケーブル４２を接続すると共に、シールド部
材４１、電源回路基板５ａ、及び、メイン回路基板５ｂに対向する位置に液晶パネル３を
固定し（図２に示した状態）、バックキャビネット２ｂにフロントキャビネット２ａを一
体化することで、表示装置１の組み立て工程を行なう。
【００４０】
　本実施例における表示装置１によれば、高さ寸法及び幅寸法に対して奥行き寸法が小さ
い筐体の内部に表示パネルを備え、筐体２には複数の貫通孔７より装置外部へと一部位が
突出する操作部１０を備え、この操作部１０には矩形の回路基板（電源回路基板５ａ）の
一方端部（矩形の電源回路基板５ａの四辺の内の一辺側）を保持する第１の保持手段（ガ
イド溝たる回路基板嵌合スリット１５，３０）を設けると共に、回路基板（電源回路基板
５ａ）の他方端部（前記一辺側を除く三辺側）を少なくとも保持する第２の保持手段（第
１の回路基板係止爪３１）を筐体２に形成し、第１の保持手段（ガイド溝たる回路基板嵌
合スリット１５，３０）と第２の保持手段（第１の回路基板係止爪３１）とによって保持
される回路基板（電源回路基板５ａ）は、表示パネル（液晶パネル３）と略平行に保持し
、操作部１０は、装置外部に突出する押圧部を一体に形成したボタン部４と、このボタン
部４を筐体２のバックキャビネット２ｂに組みつけた係止手段（キャビネット固定用係止
爪２７ａ，係止ストッパー２８）が形成された固定ユニット２０とにより構成され、操作
部１０のガイド溝としてのボタン部４の回路基板嵌合スリット１５と、固定ユニット２０
の回路基板嵌合スリット３０とにより電源回路基板５ａを挟持すると共に、筐体２に形成
した第２の保持手段としての第１の回路基板係止爪３１により電源回路基板５ａを保持す
る。これにより、操作部１０の第１の保持手段（ガイド溝たる回路基板嵌合スリット１５
，３０）と筐体２のバックキャビネット２ｂに設けた第２の保持手段（第１の回路基板係
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止爪３１）とにより、スイッチ１８等を配設した回路基板（電源回路基板５ａ）を所定位
置に保持でき、従来のようにビスを使用することなく回路基板（電源回路基板５ａ）を固
定することができる。よって、表示装置１の主要部品である内部構成部品をバックキャビ
ネット２ｂに組み付けるに際しては、ビスによる固定ではない保持手段及び係止手段(保
持手段)により、スピーカー６、受光基板５ｃ、電源回路基板５ａ等の内部構成部品をビ
スを使用することなく固定することができるので、煩雑なビス止め作業を解消できる。ま
た、金属製のビスを使用しなくて済むので、金属材料の使用に伴うコストを安価に抑える
ことができる。さらに、ビスのねじ込み作業が不要となるから、内部構成部品の表示装置
１への組み立て作業時間を短縮化でき、製造効率を向上することができる。
【００４１】
　さらに、前記第２の保持手段は、バックキャビネットの内面側より開口部へと延出形成
した単数若しくは複数の第１の回路基板係止爪３１であり、この第１の回路基板係止爪３
１で回路基板たる電源回路基板５ａの他方端部を係止したものである。これにより、操作
部１０の第１の保持手段としてのガイド溝（回路基板嵌合スリット１５，３０）で電源回
路基板５ａを挟持した状態で、筐体２に形成された第２の保持手段としての第１の回路基
板係止爪３１により電源回路基板５ａを係止して保持することができるので、ビスを使用
することなく保持手段だけで電源回路基板５ａを簡単に固定することができる。
【００４２】
　さらに、内部構成部品としてのスピーカー６や受光基板５ｃを、ビスを用いない第３の
保持手段（スピーカーホルダー３４）により保持するので、ビスを使用することなくスピ
ーカー６と受光基板５ｃをバックキャビネット内の所定位置に固定することができる。
【００４３】
　さらに、前記第３の保持手段は、内部構成部品としてのスピーカー６と受光基板５ｃを
係止する係止手段（受光基板用係止爪３３、スピーカー用係止爪３６）を備えたスピーカ
ーホルダー３４であり、バックキャビネット２ｂには、このバックキャビネット２ｂの内
面側より開口部側へと延出するボス部３７を形成し、且つ、ボス部３７の近傍であってバ
ックキャビネット２ｂの前記開口部の周縁部に係合孔３５を形成し、前記スピーカーホル
ダー３４にはボス部３７が嵌る円筒孔３８と、係合孔３５に係合する爪部３９を形成して
いる。これにより、第３の保持手段としてのスピーカーホルダー３４でスピーカー６や受
光基板５ｃ等の内部構成部品を係止し、スピーカーホルダー３４の円筒孔３８をバックキ
ャビネット２ｂのボス部３７に嵌合すると共に、スピーカーホルダー３４に形成した爪部
３９をバックキャビネット２ｂの係合孔３５に係合させ、内部構成部品たるスピーカー６
及び受光基板５ｃを、ビスを使用することなくスピーカーホルダー３４を介してバックキ
ャビネット２ｂに保持（固定）することができる。
【００４４】
　また、換言すれば、表示装置１は、この表示装置１の主要部品としての内部構成部品、
すなわち、ボタン部４、スピーカー６、回路基板（電源回路基板５ａ、メイン回路基板５
ｂ、受光基板５ｃ）を全て、金属製のビスを用いずに保持手段（固定手段）やこの保持手
段等に構成される係止手段のみで固定できるようにしたものであり、ボタン部４と別体の
保持手段たる固定ユニット２０に備えた、係止手段としてのキャビネット固定用係止爪２
７ａ、係止ストッパー２８等を用い、バックキャビネット２ｂにボタン部４を固定すると
共に、前記固定ユニット２０の回路基板嵌合スリット３０のみ、若しくは固定ユニット２
０とボタン部４に形成した回路基板嵌合スリット３０，１５に対し、スイッチ１８を配設
した電源回路基板５ａの縁部を挟持させ、電源回路基板５ａとボタン部４とをビスを用い
ずに筐体２内（詳しくは、バックキャビネット２ｂ内）で固定したものであり、さらには
、ボタン部４をバックキャビネット２ｂに固定することを目的とした固定ユニット２０（
詳しくは固定ユニット２０の回路基板嵌合スリット３０）、若しくはそれに加え表示装置
１を手動操作することを目的としたボタン部４を、電源回路基板５ａを保持（固定）する
ための手段としても兼用したものである。これにより、電源回路基板５ａ及びボタン部４
の固定を、従来のようにビスを用いずに係止するだけで簡単に行なうことができ、いちい
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ち１つずつビス止め作業をするといった煩雑な作業を解消できる。しかも金属製のビスを
用いずに済むから、金属材料の使用に伴うコストを安価に抑えることも可能となる。
【００４５】
　また、固定ユニット２０とボタン部４とに形成した回路基板嵌合スリット１５，３０に
電源回路基板５ａの縁部を挟持すると共に、バックキャビネット２ｂに一体に形成した保
持手段（係止手段）たる第１の回路基板係止爪３１に電源回路基板５ａの縁部を係止し、
電源回路基板５ａを筐体２内に固定した際、電源回路基板５ａと固定ユニット２０とボタ
ン部４の三者は、互いに一体に結合されるので、相互に位置ずれなどしないよう位置決め
された状態で保持することができる。
【００４６】
　また、表示装置１のバックキャビネット２ｂ側に装着した液晶パネル３に表示される映
像に対応して音声出力することができるスピーカー６を、筐体２内に備えたスピーカーホ
ルダー３４の係止手段たるスピーカー用係止爪３６にビスを用いずに係止しただけで固定
できるので、スピーカー６の取り付けをワンタッチ感覚で簡単に行なうことができる。よ
って、組み立て作業効率を向上することができ、ひいては、表示装置１の生産効率の向上
を図ることができる。
【００４７】
　以上、本発明の実施例を詳述したが、本発明は前記実施例に限定されるものではなく、
本発明の要旨の範囲内で種々の変形実施が可能である。例えば、表示装置１としては、液
晶表示装置やプラズマディスプレイ装置は言うまでもなく、プラズマテレビジョン受像機
や有機ＥＬテレビジョン受像機なども挙げられる。また、本実施例においては、回路基板
５ａ～５ｃ、スピーカー６等の固定は、ビスを採用せずに行なう構造を有したものである
が、比較的重量の重い電子部品を回路基板５ａ～５ｃに実装した場合や、音響効果を向上
するために重量のある大型化されたスピーカー等を採用する際には、その重量に鑑みて、
上述した取り付け構造に加え、回路基板、スピーカーの取り付けにビス（好ましくは合成
樹脂製のビス）を採用する場合も適宜ありうる。その際には、回路基板やスピーカーをよ
り強固に保持することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の一実施例の映像表示装置たる表示装置を示す斜視図である。
【図２】同上、図２は表示装置のフロントキャビネットを取り外した状態を示す分解斜視
図である。
【図３】同上、図３はバックキャビネットから液晶パネルを取り外した状態を示す斜視図
である。
【図４】同上、ボタン部と固定ユニットとを一体化した操作部を示す斜視図である。
【図５】同上、ボタン部を示す斜視図である。
【図６】同上、固定ユニットを示す斜視図である。
【図７】同上、表示装置の要部を示す拡大断面図である。
【図８】同上、スピーカーとこのスピーカーが取り付けられるスピーカーホルダーを示す
分解斜視図である。
【図９】同上、スピーカーをスピーカーホルダーに取り付けた状態を示す斜視図である。
【図１０】同上、バックキャビネットを示す斜視図である。
【図１１】同上、固定ユニットによりボタン部をバックキャビネットに組み付けた状態を
示す斜視図である。
【図１２】同上、回路基板をバックキャビネットに組み付けた状態を示す斜視図である。
【図１３】同上、スピーカーをバックキャビネットに組み付けた状態を示す斜視図である
。
【図１４】同上、バックキャビネットの要部を示す拡大斜視図である。
【符号の説明】
【００４９】
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　１　表示装置
　２　筐体
　２ａ　フロントキャビネット
　２ｂ　バックキャビネット
　３　液晶パネル（表示パネル）
　４　ボタン部
　５ａ　電源回路基板（回路基板）
　５ｃ　受光基板（内部構成部品）
　６　スピーカー（内部構成部品）
　７　貫通孔
　１０　操作部
　１５　ガイド溝たる回路基板嵌合スリット（第１の保持手段）
　１８　スイッチ
　２０　固定ユニット
　２７ａ　キャビネット固定用係止爪（固定ユニットに形成した係止手段）
　２８　係止ストッパー（固定ユニットに形成した係止手段）
　３０　ガイド溝たる回路基板嵌合スリット（第１の保持手段）
　３１　第１の回路基板係止爪（第２の保持手段）
　３４　スピーカーホルダー（第３の保持手段としてのホルダー）
　３５　係合孔
　３７　ボス部
　３８　円筒孔
　３９　爪部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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